　　　今月の樹　「キリ」　
　　　　　　　　　　
　「桐の花、紫に咲きたるは、なほをかしきを、葉のひろごりざまうたてあれども、また、こと木どもとひとしう言ふべきにあらず。」枕草子の一節である。昔から、人々は葉はともかくキリの花には心をよせて来たようである。
キリ：キリ科キリ属、（Paulownia tomentosa）は原産地は中国とされ、日本では北海道南部以南において植栽される。中でも福島県の会津桐、岩手県の南部桐が有名である。
落葉高木で高さ８～１５ｍ、直径３０～５０㎝になる。樹皮は灰褐色で、成木では縦に浅くさける。若木は暗褐色で楕円形の皮目が目立つ。
材は軽くて狂いが少なく、湿気を通さないので、古くから栽培され家具・器具材として貴ばれた。

葉は対生で、６～２０ｃｍの葉柄があり、葉身は広卵形でほぼ全縁、あるいは浅く3～5裂するものもある。長さ１５～３０㎝、幅１０～２５ｃｍと大型で先端は尖り基部はハート型、表面には短毛が、裏面には星状毛を密生する

花期は5月～６月。葉が展開する前に、枝先に大きな円錐花序を作って多数花を付ける。花冠は長さ５～６㎝、淡紫色の筒状鐘型で、先端は5裂し、裂片は平開する。外面に短い軟毛を密生する。花は普通下向きに咲き、正面から見ると下側の花弁に黄色の蜜標が目立つ。また、４本の雄しべや１本の雌しべは上方の花弁に密着するように配置され、蜜を求めて訪れるマルハナバチなどの背面に花粉を託す、巧妙な構造を有する。
蒴果は長さ３～４㎝の卵形で先は尖る。熟すと2裂する。一つの蒴果に、長さ３～４㎜ふちに硬い翼のある種子が多数入っている。種子は風で飛ばされ散布される。

秋にはすでに、翌年の花芽が作られており、枝先には、今年の実と来年の黄褐色の花芽が混在する姿が見られる。
キリは日本国内でとれる木材としては最も軽い。また、湿気を通さず、割れや狂いが少ないという特徴があり、高級木材として重宝されてきた。日本では箏や箱、家具、特に箪笥の材料として用いられることが多く、桐箪笥といえば高級家具の代名詞である。かつて日本では女の子が生まれるとキリを植え、結婚する際にはそ
                       Ｍａｙ，２０１５　ＮＫＣ
のキリで箪笥を作り嫁入り道具にするという風
習もあった。キリは成長が早いためこのようなことが可能なのである。
またキリは発火しづらいという特徴もあるため、金庫などの内側にも用いられる。１つには、キリ材の細胞組織は他の樹種と大きく違って柔組織が多い。また乾燥による収縮・変形が小さいために、燃焼によって割れや隙間が できない。２つには、表面が燃えて炭化層ができることこれが高性能の 断熱材とし働き、熱を内部に伝えにくくする。この２つの理由によって、 火災でタンスの中まで燃え尽きるには時間がかかると推測することができる
かっては日本各地で植栽されていたが、需要の高まりや産業構造の変化により北米、南米、中国、東南アジアから輸入されることも多い。
またキリは伝統的に神聖な木とされ、その葉と花をデザインした紋が知られる。花序に付く花の数が5・7・5の「五七の桐」と呼ばれる紋が有名。貸衣装屋での紋付き服は「五三の桐」が多いとされる。
　デザインは、枝の先に輪生する大きな葉と、頂生する花を紋様化したもの。足利尊氏や豊臣秀吉などの天下人が好んで用いたため、政権担当者の紋章と言う認識が広まり、日本国政府も内閣総理大臣の紋章として利用している。政府の発行する国際的な書類としてのビザやパスポートなどにも、ワンポイントマークのようにして使われている。また、国際的な場での首相の記者会見などでは、演台に桐花紋が飾られることがある。また仏教界では曹洞宗が五七桐紋を宗紋として用いている。
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